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　北日本新聞社高岡支社「虹」係
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次回掲載は７月１日（月）です。

　虹シリーズ第２巻発刊

（６月�日発売予定）

　第２巻は、北日本新聞連載の�

～�回目までの�話分を収めてい

ます。１冊１０５０円（税込）です。６月

�日からウェブブックで２話分を

読むことができます。北日本新聞

ウェブンのホームページの「くら

し情報」から「虹１・２」のバナ

ーをクリックしてください。

　１５０年を超える銅器問屋、大寺幸八郎商

店の歴史の中で、小売りという業態は初め

てとなる。店には古い銅器から若手作家や

職人の意欲作まで、さまざま鋳物が並び、

高岡銅器の裾野の広さを知ることができ

る。昨年、国の重要伝統的建造物群保存地

区になった高岡鋳物発祥の地・金屋町で、

高岡銅器の歴史、その魅力を伝えている。

　背筋が自然と伸びるのは、久しぶりに結

んだネクタイのせいばかりではなかった。
おおてらこうた

　大寺康太さん（�）は、高岡市金屋町の銅
こうはちろう

器問屋「大寺幸八郎商店」の６代目。ふだ
いものこうば

んはジーンズで鋳物工場を回る。

　今年４月、県民会館で行われた「第�回

とやま発明賞」の表彰式に臨んだ。発明賞

は、特許や実用新案などを取得した中小企

業を対象に選ばれる。
しにせ まじ

　高岡銅器の老舗問屋と、発明賞。一見交

わりそうにない二つの交点に、康太さんの
やすお

父、康雄さんがいる。

　康雄さんは５年前、がんで亡くなった。

�歳だった。病を得てなお鋳物の研究を続
い も じ

けた「鋳物師」だった。

　「父さんは喜んでくれているかな」
にゅう

　県発明協会長賞の賞状を手に、いつも柔
わ

和な康太さんの表情が引き締まった。

　父がたどり着いた独自の鋳造方法の特許

化は、生前、かなわなかった。

◇

　「仕事でもゴルフでも、康雄ちゃんは何

でも一生懸命だったな」。高岡問屋センタ
しょううんどう た き

ーにある事務室で、笠原昇雲堂の笠原他喜
お

雄さん（�）が振り返った。

　隣の建物を指差して、「老舗の問屋なの

に、ここで鋳物の製造を始めた。これには

驚いた。まず考えられないことだよ」。

　１９７４年、康雄さんは京都大を卒業した。
まんえん

父は既に亡く、１８６０（万延元）年に創業した

大寺幸八郎商店の待望の５代目だった。

　時代は高度成長から安定成長へ移り変わ

るころ。いまは販売額が右肩下がりの高岡

銅器も勢いがあった。

　問屋に専念していたのは�年ほどだっ
ろ す こうば

た。やがて倉庫に炉を据え鋳物工場を作っ
やきん

た。大学で冶金を学んだ金属の専門家でも

あった康雄さんは、常に「よりよい鋳物」

を求めていた。

　この工場で橋の銘板から銅像、モニュメ

ントまでどんな注文にも応じた。妻の雅子

さん（�）が原型づくりや着色を手伝った。

分業制の高岡銅器の中で、すべての工程を

手掛ける「工房」のようだった。

　３人の子どもたちも、大学の長期休暇に

は鋳物づくりを手伝うため帰省した。３人

きょうだいのうち、「家業が気になって東

京に戻りきれなくなった」（雅子さん）、

次男の康太さんが跡を継ぐことになる。

　高岡銅器は�年に販売額のピークを迎

え、以後減少の一途をたどる。和から洋、

家から個へ。生活様式の変化が始まってい

た。大寺幸八郎商店も問屋業を細々と営み

ながら、製造を続けた。康雄さんはいい鋳

物を作りたい一心で、材料の面からさまざ

まな実験を繰り返していた。

　「大変な発見をしたぞ」。ある日、康雄

さんが興奮気味に康太さんに話し始めた。

内容はよく分からなくとも、康太さんは「研

究熱心な父のことだ。きっとすごいことな

んだ」と直感した。

　２００１年、康雄さんは鋳造方法についての

特許を出願した。

　しかし、病が静かに体をむしばみ始めて

いた。

◇
ようかい いがた

　鋳物は、溶解した金属を鋳型に流し込ん

で成形する。溶解する時に発生する酸化物

は金属を劣化させる原因になる。

　康雄さんの発明は、その酸化物を分離す

る技術だった。「きっと、いい鋳物ができ

る。高岡の鋳物屋さんが喜ぶぞ」。康雄さ

んはうれしそうに話していた。

　そのころから「口内炎が治らない」と不

調を訴える。がんだと分かったときには、

口が開かなくなっていた。放射線や抗がん

剤治療の後、�年に手術。片方の頬を大き

く切り取らなくてはならなかった。
こうば

　その年の暮れ、工場を閉じた。金属を溶

かす炎に、文字通り家族で汗を流した工場

だった。大寺幸八郎商店は創業の地、江戸

の風情を残す金屋町に戻った。

　康太さんが問屋を続け、雅子さんは千本

格子のある自宅を開放し、小売りのギャラ

リーを始めた。康雄さんを看病しながら続

けられる唯一の道だった。

　出願した特許は、効果は分かるが因果関

係が不明であるとして退けられた。康雄さ

んはあきらめなかった。

　既に工場はない。知り合いの工場で炉を

借りた。車に康雄さんが待機し、康太さん

が指示を受け実験する。結果を車の康雄さ

んに伝え、二人で話し合い、実験を繰り返

す。そんなふうに少しずつデータを集めた。

　�年７月、２度目の出願。その４カ月後、

康雄さんは亡くなった。

　「父さんの思いを形にしたい」

　老舗といってもいまは母と二人きりの

店。特許取得にはそれなりに費用もかかる。

康太さんは特許庁からの反論に粘り強く応

じ、昨年、願いをかなえた。最初の出願か

ら�年がたっていた。

　『特許証』の「発明者」に康雄さん、「特許権

者」には康太さんら３人の子の名前がある。

　「お父さんは自身の生きた証しと、そし

て、特許という財産を子どもたちに残した

んですね」。父子の特許取得をサポートし
ひろさわいさお

た 廣 澤 勲 弁理士が話す。

◇

　有形無形に父が残してくれたもの。康太
こうば

さんは日々、工場を回っていてその大きさ

を感じている。
なにわぶし

　「浪花節みたいな話なんですけどね」

と、中村製作所‖高岡市長慶寺‖の中村進

さん（�）が少し照れたように話す。

　康雄さんの死の前年だった。康雄さんか
ががく しょう

ら雅楽の管楽器、笙のリードを作ってほし

いと頼まれた。一緒に仕事をするのは初め

てだった。

　精密鋳造を手掛ける中村さんの腕を見込

んでのことだった。笙奏者の注文に、康雄

さんの体はもう応えられなかった。

　笙は�本の竹と�枚のリードからなる。

リードはわずか数㌢の金属板だ。康雄さん

から渡された紙には、材料の配合から溶解

の方法まで事細かに記してあった。
ちみつ

　「こんな緻密な鋳造をするのか」。中村

さんは驚いた。「このたった一度きりの仕

事で、金属に向き合う姿勢に教えられた。

私ももうこんな年ですけど、大きな財産に

なりました」

　康太さんの代になって、つき合いは深ま

った。康太さんの仕事は少し金額的に折り

合わなくても引き受ける。「恩があるから

ね。もちろん康太君も気持ちの優しい人だ

し、いい問屋に育ってほしいから」

　老舗の若き６代目を、高岡銅器の職人た

ちの心意気が支え、見守っている。

◇

　康雄さんは生前、「子どもたちの人生を

縛るつもりはない」と言っていた。
こうば

　工場仕事の手伝いの延長のように、康太

さんは自然と跡を継いだ。気負いはない。

　高岡銅器を取り巻く環境は厳しいが、若

い職人たちの新たな息吹も感じる。

　「自分に何ができるのか」と問う視線の

先に、父の姿がある。

　鋳物師の血が康太さんにも流れている。
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